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七
十
九
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
た
八
月

十
五
日
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
た
。

　
追
悼
式
に
は
天
皇
、皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
、

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長

な
ど
各
界
代
表
、
全
国
の
戦
没
者
遺
族
、
四
千

人
余
り
が
参
列
し
た
。岸
田
総
理
の
式
辞
の
後
、

正
午
の
時
報
と
と
も
に
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
賜
っ
た
の
ち
、
衆
参

議
長
、
最
高
裁
長
官
代
理
（
判
事
）、
遺
族
代

表
と
し
て
福
島
市
の
安
齋
満
さ
ん
（
八
十
六

才
）
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
参
列
者
が
式
壇
に
献
花
を
行
い
、
本

県
代
表
と
し
て
は
、
徳
島
県
遺
族
会
の
坂
千
代

克
彦
会
長
が
献
花
を
行
っ
た
。

　

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

令
和
六
年
八
月
十
五
日
㈭

日

本

武

道

館

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　

本
日
、「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
」
に
当
た
り
、
全
国
戦
没
者

追
悼
式
に
臨
み
、さ
き
の
大
戦
に
お
い
て
、

か
け
が
え
の
な
い
命
を
失
っ
た
数
多
く
の

人
々
と
そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲
し
み

を
新
た
に
い
た
し
ま
す
。

　

終
戦
以
来
七
十
九
年
、
人
々
の
た
ゆ
み

な
い
努
力
に
よ
り
、
今
日
の
我
が
国
の
平

和
と
繁
栄
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
苦
難
に
満
ち
た
国
民
の
歩
み
を

思
う
と
き
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
皆
で
心
を
合

わ
せ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
平
和
と
人
々
の

幸
せ
を
希
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
願
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和

な
歳
月
に
思
い
を
致
し
つ
つ
、
過
去
を
顧

み
、
深
い
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
再
び
戦

争
の
惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切

に
願
い
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た

人
々
に
対
し
、
全
国
民
と
共
に
、
心
か
ら

追
悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我

が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

令
和
六
年

全
国
戦
没
者
追
悼
式

語り部事業のご案内（2か月に1回、奇数月に開催）
●第96回　11月９日（土）13:30 ～ 14:30　戦没者記念館
 「有事の日本で活躍した曽祖父の生涯をたどる」　松本　雄介　氏　（小松島市）　高校３年生

松本様は、「戦死した曽祖父がどんな人生を歩んだのか」ということに興味を持ち、「全国高校生歴史文化フォー
ラム」で発達障害を乗り越え、徳島県代表として研究した内容を発表されました。今回は、若い世代の視点か
ら「戦前の日本・激動の時代に活躍した曽祖父の人生」を語っていただきます。

●第97回　令和7年１月11日（土）13:30 ～ 14:30　戦没者記念館
 「阿南市遺族連合会の取り組み、今、私に出来ること」　武田　光普　氏　（阿南市）

武田様は、県下最年少で阿南市遺族会会長に就任（現在56歳）。阿南市遺族会及び青年部活動に尽力。大叔父
が戦没者。曾祖母は地域の国防婦人会長として地域を奔走。しかし、送り出した息子は戦死。生前、曾祖母が
私に伝えた言葉とは。

●第98回　令和7年３月８日（土）13:30 ～ 14:30　戦没者記念館
 「大伯父の戦歴をたどり、これからの時代の平和を考える」　正治　真紀　氏　（板野郡藍住町）

正治様は、遺族会青年部に入会したことをきっかけに、ビルマで戦死した大伯父のことについて各方面から資
料を取り寄せ、その足跡をたどりました。また、親戚縁者との関係が希薄になりがちな現在、「このままでは
一族の歴史を知る若い世代が途絶えるのでは」と危機感を持たれています。今回は、これからの時代の平和に
ついて、中学生の息子さんと話し合った体験等を語っていただきます。
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実
現
に
向
け
、
全
国
の
遺
族

会
と
連
携
し
な
が
ら
運
動
を

継
続
し
て
参
り
ま
す
。

し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
武
見

厚
生
労
働
大
臣
、
高
市
経
済

安
全
保
障
担
当
大
臣
を
は
じ

め
、
多
数
の
自
民
党
国
会
議

員
に
御
臨
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
令
和
七
年

度
政
府
予
算
に

対
す
る
最
重
点

要
望
項
目
と
し

て
、「
特
別
弔

慰
金
の
継
続
・

増
額
」「
平
和

の
語
り
部
事
業

拡
充
強
化
」「
慰

霊
友
好
親
善
事

業
・
洋
上
慰
霊

の
実
現
」
を
期

す
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
会

終
了
後
に
本
会

役
員
は
衆
参
の

議
員
会
館
に
赴

き
、
県
選
出
国

会
議
員
等
に
陳

情
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
今
後

も
要
望
事
項
の

　

令
和
六
年
七
月
二
十
六

日
（
金
）
参
議
院
議
員
会
館

（
東
京
都
）
に
お
い
て
、
全

国
の
遺
族
代
表
者
百
三
十
七

名
が
参
集
し
、
全
国
戦
没
者

遺
族
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
、
本
会
か
ら
は
坂
千
代
会

長
と
濵
副
会
長
が
参
加
し
ま

悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ

を
、
今
こ
そ
、
語
り
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
記
憶
の
薄
れ
ゆ
く
今
日

に
あ
っ
て
、
教
訓
を
伝
え
て

い
く
機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
現
在
、
語
り
部
と
し
て
、

子
・
孫
へ
と
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
遺
族

の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
多
く
の
ご
来
賓

の
参
列
の
も
と
、
か
く
も
厳

粛
に
追
悼
式
を
挙
行
し
て
い

た
だ
き
、
遺
族
を
代
表
し
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
ご
英
霊
の
ご
冥

福
と
ご
参
列
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
し
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
六
年
八
月
十
五
日
㈭

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表　

安　

齋　
　

満

は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な

く
、
た
だ
、
が
む
し
ゃ
ら
に

農
作
業
に
働
く
一
方
、
遺
族

会
活
動
を
通
じ
、
同
じ
境
遇

の
人
々
と
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
、
家
族
を
守
り
抜
き

九
十
四
歳
の
天
寿
を
全
う
し

ま
し
た
。
た
だ
た
だ
、
感
謝

の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
、

戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い
犠
牲

の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
そ

の
尊
い
行
い
を
、
多
く
の
国

民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
ち
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
和
の
大
切
さ
は
、
私
た

ち
遺
族
が
身
に
染
み
て
知
っ

て
お
り
ま
す
。
世
界
で
は
、

今
な
お
戦
争
が
絶
え
る
こ
と

が
な
く
、
多
く
の
戦
争
犠
牲

者
が
出
て
お
り
、
一
日
も
早

く
平
和
が
実
現
す
る
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
遺
族
は
、
戦
争
の

　

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、

各
界
代
表
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
か
ら
遺
族
代
表
が
集

い
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
に
あ

た
り
、
戦
没
者
の
遺
族
を
代

表
し
て
、
謹
ん
で
追
悼
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
先
の
大
戦

が
終
わ
り
を
告
げ
て
か
ら

七
十
九
年
の
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
遺
族
も
高
齢

と
な
り
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争

の
悲
劇
の
記
憶
も
、
薄
れ
ゆ

く
今
日
に
あ
っ
て
、
国
の
た

め
戦
場
に
赴
き
、
無
念
に
も

散
華
さ
れ
た
戦
没
者
の
皆
様

を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

父
は
、
昭
和
十
八
年
に
私

が
五
歳
、
弟
が
一
歳
、
そ
し

て
、
母
が
二
十
五
歳
の
時
に

出
征
し
、
そ
の
年
の
十
一
月

に
中
国
で
戦
病
死
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
母
の
苦
労

～
令
和
七
年
度
政
府
予
算
獲
得
に
向
け
て
～

～
令
和
七
年
度
政
府
予
算
獲
得
に
向
け
て
～

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
の
開
催

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
の
開
催
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じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、
一
般
社
団
法

人
徳
島
新
聞
社
様
、
県
内
各

地
区
遺
族
会
様
の
全
面
的
な

御
協
力
に
よ
り
、
貴
重
な
写

真
資
料
等
を
展
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

を
写
真
や
動
画
で
ま
と
め

た
「
と
く
し
ま
戦
争
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」、
県
内
各

地
の
慰
霊
塔
・
忠
魂
碑
の
記

録
な
ど
を
紹
介
し
、「
身
近

な
と
こ
ろ
に
"
物
言
わ
ぬ

語
り
部
"
と
し

て
戦
争
の
記
録

は
残
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を

来
場
者
の
皆
様

に
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

開
催
期
間
は
、

夏
休
み
期
間
と

重
な
る
令
和
六

年
七
月
二
十
七

日
（
土
）
か

ら
八
月
二
十
五

日
（
日
）
で
、

期
間
中
は
約

一
千
二
百
人
の

皆
様
に
来
館
い

た
だ
き
、
近
年

の
国
際
情
勢
な

ど
も
あ
り
、
戦

争
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
感

徳
島
県
護
国
神
社
例
大
祭

︵
移
転
遷
座
二
十
周
年
記
念
事
業
竣
工
奉
告
祭
︶
の
ご
案
内

　

戦
後
生
ま
れ
が
大
多
数
を

占
め
る
現
在
に
お
い
て
、
戦

争
の
記
憶
が
風
化
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
企
画
展
は
、

徳
島
新
聞
社
が
県
内
の
戦
跡

記

日
　
　
時

　

令
和
六
年
十
一
月
二
日
（
土
）

　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
過
ぎ
ま
で

　
※
一
般
参
列
者
用
の
駐
車
場
は
、
台
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

乗
り
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
か
他
の
交
通

機
関
に
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

お
問
合
せ

　

徳
島
県
護
国
神
社
社
務
所

　

電
話
０
８
８（
６
６
９
）３
０
９
０

護
国
神
社
移
転
遷
座
二
十
周
年
記
念
事
業

奉
賛
金
に
つ
い
て

　

昨
年
か
ら
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
奉
賛

金
の
募
財
活
動
に
つ
い
て
は
、募
集
期
間

が
令
和
六
年
十
二
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、追
加
の
お
申
込
み
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、引
き
続
き
受
付
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

護
国
神
社
で
は
、
左
記
日
程
に
よ
り
恒
例

の
例
大
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
祭
典
は
、
県
内
各
地
か
ら
ご
遺
族
や

ご
来
賓
の
方
々
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
わ

が
国
の
平
和
の
礎
と
な
ら
れ
た
ご
英
霊
に
対

し
て
、
感
謝
と
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
大
切
な

お
祭
り
で
す
。

　

又
、
今
年
は
移
転
遷
座
二
十
周
年
記
念
事

業
竣
工
奉
告
祭
を
併
せ
て
執
り
行
い
た
く
、

祭
典
内
に
お
い
て
「
天
水
連
」
に
よ
る
阿

波
踊
り
の
奉
納
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
当
日
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非

ご
参
拝
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

　

尚
、
詳
細
の
案
内
状
や
玉
串
料
奉
納
帳

な
ど
は
、
各
市
町
村
遺
族
会
に
ご
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



 第226号 徳 島 県 遺 族 会 会 報 	 令和６年10月５日　(4)

多
大
な
貢
献
と
功
労
の

あ
っ
た
方
々
と
し
て
、

八
名
の
会
員
に
名
誉
大

会
長
表
彰
（
知
事
表

彰
）、
二
十
名
の
会
員

に
会
長
表
彰
、
三
名
の

事
務
局
職
員
に
会
長
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
に
よ

る
第
十
回
平
和
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
（
徳
島
県
と

本
会
の
共
催
）
の
優
秀

作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。

　

本
大
会
に
お
い
て
、

決
議
さ
れ
た
決
議
に
つ

い
て
は
、
後
述
の
と
お

り
で
あ
る
。

※ 

な
お
、
松
下
師
一
氏

の
講
演
内
容
は
、
次

号
（
令
和
七
年
一
月

号
）に
掲
載
し
ま
す
。

女
性
部
と
連
携
を
図
り
、
取

組
む
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　

令
和
七
年
か
ら
の
次
回
特

別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
そ

の
本
旨
で
あ
る
『
国
は
戦
没

者
を
忘
れ
な
い
こ
と
』
に
鑑

み
、
特
別
弔
慰
金
が
継
続
・

増
額
さ
れ
る
よ
う
全
国
の
遺

族
会
と
足
並
み
を
揃
え
運
動

を
展
開
す
る
。」

　

大
会
で
は
、
遺
族
会
へ
の

　

本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
坂

千
代
会
長
は
挨
拶
の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

　
「
遺
族
大
会
は
二
年
に
一
度
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
も
こ
の
よ

う
に
盛
会
裏
に
開
催
で
き
た
こ
と

は
会
員
一
同
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で

あ
る
。
衷
心
よ
り
、感
謝
を
こ
め
て
、

皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

さ
て
、
戦
争
の
事
実
を
次
の
世

代
に
語
り
継
ぐ
た
め
、
ご
遺
族
の

ご
浄
財
に
よ
っ
て
十
年
前
の
平
成

二
十
六
年
十
月
に
開
館
し
た
徳
島

県
戦
没
者
記
念
館
に
は
、
現
在
、

八
千
百
九
十
三
柱
の
英
霊
の
お
写

真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
語
り
部

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
九
十
五
回
開

催
し
、
約
五
千
人
の
方
に
参
加
い

た
だ
い
て
お
り
、
日
本
遺
族
会
に

お
い
て
も
、
令
和
六
年
度
か
ら
平

和
の
語
り
部
事
業
を
全
国
の
遺
族

会
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
会
は
取
組
み
を

進
め
て
い
る
が
、
さ
ら
に
英
霊
の

顕
彰
と
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
重
大
な
使
命
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
次
代

を
担
う
青
年
部
の
育
成
が
重
要
で

あ
り
、
し
っ
か
り
と
引
き
継
げ
る

よ
う
重
点
的
に
進
め
る
。
青
年
部

で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
本
会
、

　

去
る
九
月
十
四
日
（
土
）、
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
開

館
十
周
年
行
事
」
及
び
「
令
和
六
年
度
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
開
館

十
周
年
行
事
と
し
て
、
戦
没
者
記
念
館
の
開
館
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
郷
土
史
家
の
松
下
師
一
氏
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
た
後
に
、
昼
食
を
挟
ん
で
「
令
和
六
年
度
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
大
会
に
は
後
藤
田
正
純
徳
島
県
知
事
（
名
誉
大
会
長
）、
山
口
俊
一
衆
議
院
議
員
、
仁
木
博
文

衆
議
院
議
員
、
中
西
祐
介
参
議
院
議
員
、
水
落
敏
栄
日
本
遺
族
会
会
長
、
重
清
佳
之
自
民
党
徳
島
県
連

会
長
、
元
木
章
生
徳
島
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
市
町
村
長
、
各
種
関
係
団
体
の
代
表
な
ど
の
ご
来
賓
、

各
地
区
の
ご
遺
族
、
約
三
百
五
十
名
が
出
席
さ
れ
た
。

　
　
　
大

会

決

議

　

本
日
こ
こ
に
令
和
六
年
度
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開
催
し
、
総
力
を
挙
げ
て
次
の
各

項
の
実
現
を
期
す
る
。

一
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ

こ
と
。

一
、
総
理
、
閣
僚
及
び
国
会
議
員
等
の
靖
國
神
社
参
拝
の
定
着
を
は
か
る
こ
と
。

一
、
戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改
善
す
る
こ
と
。

一
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
を
継
続
・
増
額
す
る
こ
と
。

一
、
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実
と
遺
骨
収
集
の
拡
充
強
化
を
は
か
る
こ
と
。　

一
、
組
織
の
強
化
・
存
続
を
図
る
た
め
、
青
年
部
の
育
成
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

令
和
六
年
九
月
十
四
日 

令
和
六
年
度
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
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第
十
回
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞

　
　
　

板
野
町
立
板
野
中
学
校　

二
年　
　

住　

忠　

芽　

依

　

優
秀
賞

　
　
　

阿
波
市
立
市
場
中
学
校　

二
年　
　

笠　

井　

玲　

奈

　
　
　

阿
波
市
立
阿
波
中
学
校　

二
年　
　

池　

上　

月　

乃

　
　
　

美
馬
市
立
岩
倉
中
学
校　

二
年　
　

岸　

本　

美　

陽

第10回「平和作文コンクール」

最
優
秀
賞
﹁
命ぬ
ち
ど
う
た
か
ら

ど
ぅ
宝
﹂

板
野
中
学
校
二
年
住
忠
芽
依
さ
ん

　

皆
さ
ん
は
「
命
ど
ぅ
宝
」
と

い
う
言
葉
を
し
っ
て
い
ま
す

か
。「
命
ど
ぅ
宝
」
と
は
沖
縄

の
言
葉
で
「
人
の
命
は
何
も
の

に
も
代
え
ら
れ
な
い
大
切
な
も

の
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
思
っ
た
の

は
、
沖
縄
で
の
平
和
学
習
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

沖
縄
で
の
修
学
旅
行
初
日
、
私
た
ち
は
糸
数
壕
に
入

り
ま
し
た
。
壕
の
内
は
真
っ
暗
で
、
す
べ
り
や
す
く
、

け
が
を
し
や
す
い
場
所
で
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
は
、
ラ
イ
ト
も
な

く
人
々
は
苦
し
み
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
方
た
ち
は
看

護
に
あ
た
っ
て
い
た
り
、
危
な
い
外
で
の
水
く
み
を
し

て
い
た
と
思
う
と
心
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

こ
の
糸
数
壕
で
は
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
集

団
自
決
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
壕
の
内

に
い
た
人
た
ち
の
「
生
き
た
い
」、「
家
族
の
も
と
に
帰

り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し

た
。
糸
数
壕
の
次
に
は
、
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館

に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
亡
く
な
っ
た
ひ
め
ゆ
り

学
徒
隊
の
方
た
ち
の
顔
写
真
が
あ
り
、
全
員
笑
顔
で
し

た
。
そ
れ
な
の
に
戦
争
は
そ
の
笑
顔
ま
で
も
う
ば
っ
て

い
く
の
だ
と
く
や
し
く
な
り
ま
し
た
。「
平
和
な
世
界
」

と
い
う
言
葉
は
、
本
当
に
平
和
な
世
界
だ
っ
た
ら
こ
の

言
葉
を
つ
か
わ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
戦

争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

沖
縄
で
の
修
学
旅
行
二
日
目
、
私
た
ち
は
、
戦
争
を

体
験
さ
れ
た
古
謝
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
古
謝

さ
ん
の
お
話
で
私
は
、「
命
ど
ぅ
宝
」
と
い
う
言
葉
を

覚
え
ま
し
た
。
古
謝
さ
ん
が
戦
争
中
、
草
や
セ
ミ

を
食
べ
て
い
た
と
聞
き
、
と
て
も
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
そ
し
て
古
謝
さ
ん
は
、

「
戦
争
で
人
間
が
人
間
で
は
な
く
な
る
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
人
間
が
人
間
で
は
な
く
な

る
と
は
、
あ
ま
り
想
像
が
わ
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
事
前
学
習
の
映
画
で
日
本
軍
は
本
当
に
味
方

な
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
、
市
民
に
対
し
て
と
て
も

ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
の
お
話
を
聞
い
て
、
事
前

学
習
よ
り
も
っ
と
戦
争
の
怖
さ
が
分
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
沖
縄
の
平
和
学
習
で
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
を
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
戦
争
の
こ

と
を
後
世
へ
語
り
つ
ぐ
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
か
ら
戦
争
が
行
わ
れ
た
の
は
七
十
九
年
前
で

す
。
だ
か
ら
、
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
が
少
し
し

か
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

学
習
し
た
私
た
ち
が
語
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
次
は
、
戦
争
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
こ
と

で
す
。
あ
る
程
度
知
識
を
も
っ
て
い
た
ら
、
新
た

な
疑
問
や
戦
争
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
沖
縄
の
平
和
学
習
で
、「
命

ど
ぅ
宝
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
、

仲
間
と
意
見
を
交
流
し
た
り
、
現
地
で
し
か
分
か

ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
戦
争
が

世
界
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た

の
は
人
間
か
ら
、
な
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

も
人
間
、
す
べ
て
は
人
間
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る

の
で
、
な
く
す
こ
と
も
人
間
が
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
「
命
ど
ぅ
宝
」

と
い
う
言
葉
か
ら
、
戦
争
を
自
分
た
ち
で
な
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

名
誉
大
会
長
表
彰

徳

島

市

坂

東

清

英

小
松
島
市

赤

瀬

敏

幸

阿

南

市

粟
飯
原　

富　

子

吉
野
川
市

立　

石　

フ
サ
子

名

東

郡

谷

渕

孝

雄

海

部

郡

近

藤

孝

市

板

野

郡

七

條

郁

雄

三

好

郡

山

口

博

視

会
長
表
彰

徳

島

市

戸
井
田　

龍　

行

鳴

門

市

三

津

良

裕

鳴

門

市

田

村

嘉

啓

小
松
島
市

清

原

伸

二

阿

南

市

神

野

武

重

阿

南

市

原　
　
　

嘉
久
仁

吉
野
川
市

市

原

英

俊

吉
野
川
市

川

村

治

吉

美

馬

市

西

岡　
　

登

三

好

市

下

川

茂

之

三

好

市

國　

田　

登
美
子

勝

浦

郡

野

上

治

男

名

東

郡

森

脇

昌

之

名

西

郡

仁

木　
　

孝

那

賀

郡

西

川　
　

豊

那

賀

郡

橋

村

正

子

海

部

郡

猪

谷　
　

功

板

野

郡

市

山

豊

子

板

野

郡

藤

田

保

明

美

馬

郡

森
　
　

稔

会
長
感
謝
状

海

部

郡

海

部

孝

治

海

部

郡

向
井
田　

雅　

史

板

野

郡

宮　

本　

久
美
子
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は
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
実
際
に
私

と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
の
子
が

兵
隊
さ
ん
を
治
療
し
て
い
た

と
考
え
る
と
、「
す
ご
い
な
」

と
思
う
気
持
ち
と
同
時
に
、

「
と
て
も
怖
い
な
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ひ

め
ゆ
り
学
徒
隊
の
人
た
ち
が

実
際
に
治
療
に
使
わ
れ
て
い

た
メ
ス
な
ど
の
遺
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し

た
。
当
時
よ
り
老
朽
化
し
て

い
る
影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
に
展
示
さ
れ
て
い

た
治
療
の
道
具
を
見
て
も
、

こ
の
よ
う
な
も
の
で
手
術
を

す
る
の
は
怖
く
、
困
難
な
こ

と
だ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

し
た
。
毎
日
と
て
も
苦
し
い

思
い
を
し
な
が
ら
、
当
時
私

と
同
い
年
く
ら
い
の
子
が
兵

隊
さ
ん
の
治
療
を
し
て
い
た

と
想
像
す
る
と
、
私
な
ら
生

き
て
い
る
だ
け
で
も
つ
ら
い

と
思
い
ま
し
た
。
ひ
め
ゆ
り

学
徒
隊
の
生
存
者
の
方
に
、

当
時
の
状
況
を
お
聞
き
す
る

映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
苦
し
そ
う
に
、
時
に

は
涙
を
流
し
な
が
ら
語
っ
て

い
る
の
を
見
て
、「
沖
縄
戦

は
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
人
た

ち
や
、
兵
隊
さ
ん
、
そ
し
て

沖
縄
の
人
々
に
ま
で
大
き
な

影
響
を
与
え
た
決
し
て
忘
れ

て
は
い
け
な
い
出
来
事
な
の

だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
家
族
や
身
の
周

り
の
人
た
ち
と
戦
争
の
悲
惨

隊
の
人
た
ち
の
よ
う
に
、
戦

場
で
戦
う
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
残
酷
な
兵
器
の
前

で
は
、
人
間
の
命
は
鳥
の
羽

よ
り
軽
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
戦
争
は
命
の
価
値
ま
で

下
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
り

ま
し
た
。

　

あ
り
っ
た
け
の
地
獄
を
詰

め
た
よ
う
な
恐
ろ
し
い
戦

争
。
私
の
周
り
で
は
ど
ん
ど

ん
風
化
し
て
い
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
和
学
習
や

直
接
追
体
験
し
た
こ
と
で
私

は
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
次
の
世
代
に
、
実

際
に
経
験
し
た
戦
争
体
験
を

受
け
継
ぎ
、
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
は
、
沖
縄
で

知
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
今

の
平
和
に
感
謝
し
な
が
ら
生

き
て
い
き
た
い
で
す
。

優
秀
賞

﹁﹃
命
の
大
切
さ
﹄
を

伝
え
合
う
﹂

　
岩
倉
中
学
校
二
年

岸
本
美
陽
さ
ん

　

私
は
修

学
旅
行
で

沖
縄
に
行

き
、
ひ
め

ゆ
り
平
和

祈
念
資
料

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
ひ
め

ゆ
り
の
塔
で
の
ガ
マ
の
中

は
、
と
て
も
暗
く
、
足
場
も

悪
く
、
と
て
も
入
れ
そ
う
に

浮
か
ん
だ
の
は
、
友
達
・
家

族
・
大
切
な
人
た
ち
の
こ
と

で
す
。
い
つ
も
通
り
の
日
常

を
壊
し
、
多
く
の
命
を
奪
う

戦
争
の
真
実
に
つ
い
て
、
多

く
の
世
代
の
人
が
知
り
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
残
酷
な
戦
争

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と

い
う
強
い
気
持
ち
を
も
つ
た

め
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
が
修
学
旅
行
で
行
っ
た

沖
縄
は
唯
一
地
上
戦
が
行
わ

れ
た
地
で
す
。
美
し
い
と

思
っ
て
い
た
場
所
で
七
十
九

年
前
は
戦
争
が
起
こ
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
戦
場
に
な
っ
て
い

た
地
へ
移
動
す
る
た
び
、
恐

怖
と
命
の
尊
さ
を
、
目
、
耳
、

そ
し
て
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
海
を
見
な

が
ら
、
体
と
心
が
ス
ー
ッ
と

冷
え
る
恐
ろ
し
さ
に
震
え
ま

し
た
。

　

特
に
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の

こ
と
と
ガ
マ
体
験
で
す
。
ひ

め
ゆ
り
学
徒
隊
の
生
き
た
跡

を
追
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ

マ
で
は
火
炎
放
射
の
跡
や
暗

闇
の
中
で
起
き
た
話
を
語
り

部
さ
ん
が
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
と
同
じ
年
の
子

が
戦
火
の
中
で
い
た
こ
と

が
、
私
は
想
像
さ
え
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
、
も
し
戦

争
が
こ
の
場
で
起
き
て
し

ま
っ
た
ら
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒

な
い
今
が
す
ご
く
「
幸
せ
」

で
あ
る
と
分
り
ま
し
た
。
帰

る
家
が
あ
っ
て「
お
か
え
り
」

と
言
っ
て
く
れ
る
家
族
が
い

る
今
を
大
切
に
し
よ
う
と
思

え
た
体
験
で
し
た
。「
戦
争

は
何
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
私

た
ち
は
実
際
戦
争
を
体
験
し

た
人
の
話
を
直
接
聞
け
る
最

後
の
世
代
で
す
。
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
心
に
留
め
て
次

の
世
代
の
人
た
ち
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
誰
も
幸

せ
に
な
ら
な
い
戦
争
は
二
度

と
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
世

界
中
の
人
が
幸
せ
に
な
る
こ

と
を
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞

﹁﹃
戦
争
﹄
の
跡
・

沖
縄
の
さ
け
び
﹂

　
阿
波
中
学
校
二
年

池
上
月
乃
さ
ん

　

私
は
戦

争
か
ら
平

和
は
生
ま

れ
な
い
と

思
い
ま

す
。
そ
れ

は
、
戦
争
が
起
き
、
人
々
が

受
け
た
苦
し
み
や
後
悔
が
皆

の
笑
顔
や
幸
せ
に
つ
な
が
る

は
ず
な
い
か
ら
で
す
。

　

平
和
学
習
の
中
で
、「
平

和
と
は
何
か
」
を
共
に
考
え

ま
し
た
。
私
が
一
番
に
思
い

を
飲
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
。」

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
話
を

聞
い
た
と
き
私
は
「
え
っ
」

と
お
ど
ろ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
初
入
っ
た
と
き
に
ぬ

れ
て
し
ま
う
と
思
っ
て
い
た

水
が
そ
ん
な
に
大
切
な
も
の

だ
っ
た
の
か
と
お
ど
ろ
き
と

悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　
「
も
っ
と
奥
に
進
み
ま

し
ょ
う
。」
と
言
わ
れ
ガ
マ

の
一
番
奥
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
は
全
く
光
が
入
っ
て
き

ま
せ
ん
。
本
当
に
何
も
見
え

な
く
て
怖
か
っ
た
で
す
。
ガ

イ
ド
さ
ん
が
「
ラ
イ
ト
の
光

を
消
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
全
員
が
消
す

と
誰
一
人
見
え
ま
せ
ん
で
し

た
。「
こ
こ
に
は
も
う
助
か

ら
な
い
と
い
う
人
が
い
た
ん

で
す
。
誰
も
助
け
て
く
れ
な

く
て
た
だ
こ
こ
で
死
を
待
つ

し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
人
た
ち
は
、
家
族
に
会
い

た
い
と
泣
い
て
い
た
そ
う
で

す
。」
と
聞
き
ま
し
た
。
私

は
こ
の
言
葉
が
耳
か
ら
は
な

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
悲
し
く

て
涙
が
出
ま
し
た
。「
家
に

帰
っ
て
家
族
に
会
い
た
い
。」

そ
う
思
い
ま
し
た
。
生
き
て

る
時
代
が
違
っ
た
だ
け
。
私

の
家
族
が
も
し
戦
争
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
れ
だ
け
会

い
た
く
て
も
会
え
な
い
し
、

き
っ
と
生
き
れ
な
い
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ガ
マ
体
験
で
私
は
戦
争
が

　

私
は
中

学
生
に

な
っ
て
か

ら
戦
争
に

つ
い
て
の

映
画
を
見

た
り
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
勉
強
す
る
ま

で
「
自
分
に
は
関
係
な
い
だ

ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
今
思
う
と
と
て
も
は
ず

か
し
い
で
す
。
五
月
に
私
は

修
学
旅
行
で
沖
縄
に
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
私
は
沖
縄
で

し
か
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
「
ガ
マ
」
と
い
う
と
こ

ろ
に
入
り
ま
し
た
。
ガ
マ
は

暗
く
て
上
か
ら
水
が
「
ポ
タ

ポ
タ
」
と
落
ち
て
き
ま
し

た
。
最
初
は
服
が
ぬ
れ
て
し

ま
う
な
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
ど
ん
ど
ん
先
に
進
む
と

水
た
ま
り
が
あ
り
、
す
べ
り

か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
周

り
が
と
て
も
暗
い
の
で
光
が

な
い
と
何
も
見
え
な
く
て
水

た
ま
り
に
も
気
づ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
ク
ラ
ス
の
子
た
ち

が
全
員
入
っ
た
と
こ
ろ
で
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。「
今
ポ
タ
ポ
タ

落
ち
て
来
て
い
る
水
は
戦
争

中
の
と
き
は
と
っ
て
も
大
切

で
、
ケ
ガ
を
し
た
人
た
ち
は

こ
の
上
か
ら
落
ち
て
く
る
水

優
秀
賞

﹁
平
和
の
大
切
さ
﹂

　
市
場
中
学
校
二
年

笠
井
玲
奈
さ
ん



 (7)　令和６年10月５日 徳 島 県 遺 族 会 会 報 	 第226号

百歳のお慶び

　令和６年８月27日に大磯タツコ様（板野町）が百歳を迎えられました。
　徳島県遺族会会長からお祝状と記念品、板野町遺族会からはお祝い金をお贈りしま
した。現在は町内の施設に入所されており、施設のみなさまに優しく見守れながら元
気に過ごされております。入所前は、お肉が大好きでお嫁さんが作ってくれたお料理
は美味しく召し上がっていました。また、友達と温泉へ行ったり、お喋りが大好きで
社交性があり明るくてみんなから慕われておりました。
　いつまでもお元気で過ごされますよう、心よりお祈り申し上げます。

板野町遺族会会長　東條　昭二

大磯　タツコさん（板野町）

令和６年度　市町村戦没者慰霊祭・追悼式の開催（６月２７日～７月３１日まで）
　令和６年度の戦没者慰霊祭・追悼式が各地域において執り行われ、当日は県遺族会役員が参列しま
した。

地 方 だ よ り地 方 だ よ り

美波町戦没者追悼式：６月27日

海陽町戦没者追悼式：６月30日

阿南市戦没者追悼式：６月29日

上勝町戦没者追悼式：７月31日

さ
や
、
今
回
学
習
し
た
こ
と

を
話
し
合
っ
た
り
、
新
し
く

教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

語
り
継
い
で
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
私
は
二
度
と

こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
日
頃
か
ら
家

族
や
友
達
を
大
切
に
し
、
支

え
合
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
し

た
。
喧
嘩
を
し
た
り
、
仲
の

悪
い
ま
ま
で
い
る
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
誰
と
も
助
け

合
い
が
で
き
な
い
状
態
に
な

る
と
思
う
こ
と
と
、
ひ
め
ゆ

り
平
和
祈
念
資
料
館
で
の
体

験
で
、
命
の
大
切
さ
を
改
め

て
知
っ
た
か
ら
で
す
。
ひ
め

ゆ
り
学
徒
隊
の
中
で
も
き
っ

と
、
協
力
し
て
治
療
を
し
た

り
、
苦
し
い
生
活
の
中
励
ま

し
合
っ
た
り
、
人
と
助
け
合

う
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
、
ひ
め

ゆ
り
学
徒
隊
の
み
な
さ
ん

や
、
兵
隊
さ
ん
た
ち
、
そ
し

て
沖
縄
の
人
々
も
戦
争
で
一

度
き
り
の
人
生
を
奪
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
は
、
と
て
も
つ

ら
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
身
近

な
人
た
ち
と
命
の
大
切
さ
を

話
し
合
い
、
伝
え
合
う
こ
と

が
、
平
和
な
社
会
の
実
現
に

お
い
て
と
て
も
大
切
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
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　本日は、「大空に憧れ　大空に散った」
と題し、私の兄、井花敏男についてお話
しいたします。
　「花の都の靖國神社、春の梢に咲いて
逢おう」という有名な軍歌の一節があり

ますが、先の戦争では、多くの若き命が失われ、靖國神
社に祀られており、私の兄もその一人です。
　靖國神社は、明治2年6月29日、明治天皇の思し召しに
よって建てられた招魂社が始まりで、国家のために尊い
命を捧げられた人々の御魂を慰め、その事績を永く後世
に伝えることを目的に創建された御社です。
　この招魂社が今日の靖國神社の前身であり、明治12年
6月4日、社号が「靖國神社」と改められました。
　あどけなさの残る、この写真の少年が私の兄、陸軍少
尉　井花敏男です。
　兄は、昭和3年2月4日に生まれ、少年飛行兵15期で太
刀洗航空学校甘木生徒隊に入隊、そして昭和20年4月16
日、降魔特別攻撃隊の一員として沖縄本島の北方におい
て散華、17歳2か月という若さで戦死いたしました。
　兄が生まれたのは、現海陽町宍喰の奥にある猪ノ鼻と
いう山間の小さな集落で、尋常高等小学校の頃から、大
空に憧れを持ち続けていました。
　「大きくなったら飛行機乗りになりたい」、子供のころ
からそんな夢を抱いていた兄は、陸軍少年飛行兵の採用
試験を受け、合格通知を受け取った兄は、飛び上がって
喜んだと母から聞いております。
　昭和18年の秋、15歳の兄は太刀洗飛行学校の甘木生徒
隊に入隊、朝鮮半島の京城や中国大陸において、搭乗員
としての技量を磨いたそうです。
　兄が入隊した当時、陸海軍の飛行兵は少年たちにとっ
て憧れの的であり、志願者が多く、競争倍率は六十倍を
遥かに超えていたそうです。
　受験資格は、入校年の3月31日における年齢が15歳以
上17歳未満、学力が尋常小学校卒業程度だったそうです。
　従前は、陸軍少年飛行兵学校において、一年間の基礎
教育の後に操縦に特化した専門技術教育が行われていま
したが、少飛14期から試験の成績優秀者などを速成教育
する制度を導入し、基礎教育を省略して専門教育を行っ
たそうです。
　昭和19年7月28日に太刀洗航空学校を卒業した兄は、
満州龍江省での訓練時代に操縦教官であった舟橋少尉に
実の弟のように可愛がってもらったそうです。
　少尉からいただいた手紙には「知覧へ出発する前夜、
敏男君と枕を並べて寝ました。敏男君の幼い寝顔を見て
いたら、涙が止まりませんでした。」と書かれていたそ
うです。　
　少尉も昭和20年5月28日、隊長として自分が教えた搭
乗員12名と万世陸軍飛行場から出撃、沖縄周辺において
米艦船に突入し散華されました。
　搭乗員は、「必死必中」の信念のもと、毎日くたくた
になるまで特攻のための訓練を行いましたが、何の楽し
みもなかった若い彼らにとって「塩味の効いた握り飯」
をほおばりながら談笑することが、唯一の楽しみだった
のかも知れません。
　これは、出撃4日前に家族に宛てた兄からの手紙です。
５枚目の便箋には「自分が死んでも、絶対泣かぬよう、
国のために死ぬのです。写真を十種余り取って有ります。
満州で舟橋少尉殿が送ってくれます。操縦記章も送りま
す。」と書かいてあり、６枚目には、「郷土の皆様によろ
しく、ご無沙汰をくれぐれも謝ってください。阿州男子
がやります」と書かれていました。
　勇ましい文面の中にも、家族や集落の人たちを気遣う
兄らしい優しさが読み取れます。

語り部事業講演要旨

●第94回語り部事業　７月13日（土）
　「大空に憧れ、大空に散った」

海部郡海陽町　井花　昭文	氏（79）

　兄は、機体に250キロ爆弾一発を抱き、知覧から沖縄
までの片道650キロメートル、約2時間半を移動したので
す。
　この時、兄は何を思って飛んだのでしょうか。今となっ
ては聞くすべもありません。
　空に、海に、幾多の若い命が消えました。兄が戦死し
たあとも特攻は続き、特攻での戦没者数は、陸軍1,417名、
海軍2,531名の合計3,948名で、その多くが若者でした。
　朝出撃した彼らは、昼には英霊となって戻ってきます。
　これが戦争、いや特攻隊員の悲しい現実だったのかも
知れません。
　兄が戦死して約一か月後に、母の元へ兄の戦死が知ら
されました。白木の小箱が一個、中には紙切れ一枚が入っ
ておりました。そのとき母は、その場で泣き崩れたそう
です。
　兄が生きていれば現在96歳です。もし、戦争がなけれ
ば、兄はどのような人生を送っていたのだろう。せめて
ひと目、兄に会いたい。
　叶わぬ願いですが、こうして写真をながめると日の丸
の前で軍刀を携え、大人に負けまいと懸命に背伸びしよ
うとしている兄の姿が私の瞼に浮かんできます。
　特攻とは、爆弾を抱いた戦闘機で敵の艦船に体当たり
するという戦法で、搭乗員が死ぬことを前提とした悲惨
きわまるものです。
　本格的な特攻作戦は昭和20年4月から陸海軍共同で行
われ、終戦ひと月前の7月19日まで続きました。
　この沖縄特攻作戦には、九州各地や台湾、沖縄諸島か
ら多くの搭乗員が出撃しており、知覧からは陸軍の特攻
戦死者1,036名のうち最も多い439名が出撃したと記録が
残っています。
　知覧から出撃し散っていった搭乗員の年齢は17歳から
32歳、平均年齢は約22歳、みんな青春真っただ中でした。
　昭和20年2月、兄は特別攻撃隊を志願し、第108振武隊、
第7降魔隊に選抜されました。その時の兄のノートには、

「父上様、長らくお世話になりました。敏男もこの度、
特攻隊員としての参加を許されました。喜んで敵に体当
たりをします。どうか弟達を自分の様、飛行兵としてく
ださい。隣の皆様にもよろしく。二度とお目にかかれま
いと思います。ではお元気で」と書かれていました。
　故郷宍喰の土を二度と踏むことも叶わず、また、親兄
弟にも会えぬまま、大空に散華した兄の胸の内はいかば
かりであったのかと思います。
　兄は、知覧に進出して4日目となる4月16日の6時、司
令部で水盃を交わしました。
　飛行場は満開の桜、そして午前6時50分、
　真鍋隊長の「何も言うことなし、しっかりついてこい」
の一言とともに隊員達と目礼を交わし、愛機に駆け寄り
11機編隊の3番機として出撃しました。
　部隊は午前9時30分から10時にかけ、沖縄諸島・伊平
屋島の北北東20海里において急降下し、米軍レーダー監
視駆逐艦に次々と体当たりを敢行、全員散華いたしまし
た。
　兄はこの時17歳と2か月、あまりにも短い生涯であり
ました。
　あれから月日は流れ、戦争を知っている方も少なく
なってきました。
　戦争や特攻は過去のものとしてとらわれがちですが、
自分の命と引換に、この国を護った多くの若者がいたこ
とを、私達は絶対に忘れてはなりません。
　「子や孫、そしてこれからの日本を背負って立つ若い
人たちに、二度と彼らと同じ人生を歩ませないために
も、彼らのことを後世に伝えていくことが大切ではない
でしょうか」
　大空に憧れ、大空で散った兄のこと、知覧から飛び立っ
た多くの若者たちがいたこと、そして、平和・命の尊さ
を、一人でも多くの方に伝えていくことを御誓い申し上
げ、私の話を終わらせていただきます。
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説
明
を
受
け
、「
戦
没
者
記
念
館
が
開
館
し

た
直
後
」
と
い
う
設
定
で
、
事
務
局
職
員
を

相
手
に
模
擬
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
達
は
、
記
念
館
に
初
め
て

訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
模
擬
取
材
を
通
し

て
、
先
の
大
戦
の
史
実
や
、
当
時
の
徳
島
の

状
況
、
残
さ
れ
た
遺
族
の
思
い
等
の
学
習
を

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
記
念
館
に
お
い
て
は
、「
戦
争
の

悲
惨
さ
」「
平
和
の
尊
さ
」
を
次
世
代
に
語

り
継
ぐ
た
め
、
若
い
世
代
に
対
す
る
平
和
学

習
の
場
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

を
行
い
、
約
八
千
二
百
名
と

い
う
英
霊
の
遺
影
の
多
さ

と
、
地
元
勝
浦
町
に
も
戦
没

者
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
知

り
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
表
情

で
し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
や

遺
品
な
ど
を
見
て
質
問
し
た

り
、
メ
モ
を
取
っ
た
り
と
熱

心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
館
に
よ
り
、「
平

和
の
尊
さ
」
と
「
命
の
大
切

さ
」に
つ
い
て
、考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

▶ 来館者のお声
・徳島新聞「鳴潮」を読み、またテレビで戦争の悲惨さを痛感し、記憶にとどめていかなければならないという

思いで来館しました。語り継ぐことの大切さも感じています。一人でも多くの方々が来て見て少しでも平和の
尊さを感じてもらえることを念じています。（60代・女性）

・祖父が徳島大学の学生であった時代が戦争の終戦前でした。
　祖父は20年前に亡くなりましたが、祖父のことを知りたくて来ました。本当に大事な記念館です。ありがとう

ございました。（40代・男性）

・資料館があるとういう大切さを改めて感じました。英霊の方々に報いる、恥じない生き方をしていきます。（40
代・女性）

・遺影を見て戦没者数が数字でなく、一人一人の人生があったということが分かりました。また白木の箱が展示
してあり、ご両親がどんな思いで受け取ったかと思うと、胸が締め付けられます。（40代・男性）

・中学校からのお便りを見て初めて来館しました。祖父は戦争に行ってはいませんが兵隊として終戦を迎えたと
聞いております。存命の頃にもっと話を聞いていれば良かったと改めて思いました。（40代・女性）

戦没者記念館だより — 写真展示数　8,194 柱　（R6.9.20 現在）—

　

勝
浦
町
立
生
比
奈
小
学
校

の
六
年
生
の
児
童
と
先
生
の

総
勢
十
九
名
が
、
九
月
十
九

日
（
木
）
に
平
和
学
習
の
一

環
と
し
て
徳
島
県
戦
没
者
記

念
館
に
来
館
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
濵
県
女
性
部
長

が
「
き
く
さ
ん
の
沖
縄
戦
」

の
紙
芝
居
の
上
演
と
体
験
談

を
語
り
ま
し
た
。
濵
部
長
の

熱
の
こ
も
っ
た
お
話
は
臨
場

感
に
あ
ふ
れ
、
子
ど
も
達
は

真
剣
な
眼
差
し
で
観
覧
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
館
の
見
学

　

戦
没
者
記
念
館
で
は
、
令
和
六
年
八

月
十
九
日
（
月
）
に
徳
島
新
聞
社
で
就

業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
行
っ

て
い
る
大
学
生
十
名
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　

学
生
達
は
マ
ス
コ
ミ
へ
の
就
職
（
新

聞
な
ど
の
記
者
）
を
目
指
す
県
外
の
大

学
三
年
生
で
、
館
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
後
、
英
霊
の
御
写
真
・
戦
没
者
の
遺

品
・
パ
ネ
ル
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
集
殿
に
移
動
し
「
遺
族
会
の

概
要
」「
記
念
館
の
建
設
経
緯
」
な
ど
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
大
学
生
が
記
念
館
で
学
ぶ
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◎
　
実
施
計
画
の
概
要

１　

参
加
資
格

　

父
等
を
海
域
で
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児

で
前
年
度
の
本
事
業
に
参
加
し
て
い
な
い
者
。

（
た
だ
し
、
前
年
度
参
加
者
で
あ
っ
て
も
付
添

者
で
青
年
部
が
同
行
す
る
場
合
は
参
加
を
認
め

る
。
ま
た
、
実
施
地
域
は
洋
上
以
外
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
諸
島
を
含
ん
で
お
り
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
同
地
域
の
関
係
者
や
過
去
の
参
加
者
を

認
め
る
場
合
が
あ
る
）
な
お
、
申
込
多
数
の
場

合
は
選
考
と
な
る
。

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
政
府
の

補
助
金
等
を
受
け
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
同

事
業
は
令
和
七
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
終
戦
八
十
年
並
び
に
本
事
業
実
施

三
十
五
周
年
を
迎
え
る
令
和
七
年
度
は
、「
洋
上

慰
霊
」を
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洋
上
慰
霊
は
、
船
舶
の
借
上
げ
費
用
が
高
額

で
あ
る
こ
と
か
ら
過
去
二
回
︻
本
事
業
二
十
周

年
（
平
成
二
十
二
年
度
）、
終
戦
七
十
周
年
（
平

成
二
十
七
年
度
）︼
し
か
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、

「
洋
上
慰
霊
（
令
和
七
年
度
実
施
予
定
）」
の
御
案
内

「
洋
上
慰
霊
（
令
和
七
年
度
実
施
予
定
）」
の
御
案
内

日次 月　日 発着地等 スケジュール

１日目６月１日㈰ 神戸（日本）
午後：受付後、船内へ
　　　結団式及び渡航手続き説明会
　　　17時頃出港予定

２日目６月２日㈪ 終日航海 　午前：講演 水落会長
①午後：九州沖洋上慰霊祭

３日目６月３日㈫ 終日航海 ②午前：東シナ海洋上慰霊祭
　午後：講演 平和の語り部

４日目６月４日㈬ 終日航海 ③午前：台湾海峡洋上慰霊祭
　午後：講演 平和の語り部、事例等

５日目６月５日㈭ 終日航海 ④午前：台湾・バシー海峡洋上慰霊祭
⑤午後：ルソン島西方沖洋上慰霊祭

６日目６月６日㈮ 午前 マニラ 入
夕刻 マニラ 出

　午前：マニラ入港：９時頃
　　　　全戦没者追悼式
　午後：懇親会：友好親善（船内にて）

７日目６月７日㈯ 終日航海 ⑥午前：シブヤン海洋上慰霊祭
　午後：講演 水落会長

８日目６月８日㈰ 終日航海 ⑦午前：レイテ島東方沖洋上慰霊祭
　午後：講演 語り部座談会

９日目６月９日㈪ 終日航海 ⑧午前：太平洋沖洋上慰霊祭
　午後：講演 語り部：実演

10日目６月10日㈫ 終日航海
⑨午前：南薩諸島沖洋上慰霊
　午後：入国説明会、講演 船長
　夕刻：解団式：懇親会

11日目６月11日㈬ 神戸（日本） ９時頃入港予定、下船

洋上慰霊日程 ( 案 )

参
加
で
き
な
か
っ
た
遺
族
か
ら
も
「
今
一

度
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
か
ら
計
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

計
画
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま
で
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
現
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
事
業
は
実
施

予
定
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
の
補
助
金

交
付
団
体
に
選
定（
令
和
七
年
三
月
頃
）

さ
れ
て
か
ら
正
式
決
定
と
な
り
ま
す
。

２　

参
加
費

·
十
万
円
（
但
し
、
燃
料
費
高

騰
な
ど
で
値
上
げ
す
る
場
合

が
あ
る
）

　
　

※
過
去
に
同
事
業
に
参
加
さ

れ
た
方
は
、
協
力
金
を
別

途
い
た
だ
く

３　

実
施
時
期
・
期
間

·
令
和
七
年
六
月
一
日
（
日
）

~
六
月
十
一
日
（
水
）

·
十
一
日
間　

※
詳
細
は
、
洋

上
慰
霊
日
程
（
案
）
の
と
お

り

４　

運
航
航
路
等　

·
︻
航
路
予
定
図
︼
の
と
お
り

５　

募
集
人
員

·
各
支
部

　

原
則
七
名
程
度

　

計　

約
三
百
名

　

※
各
支
部
参
加
者
の
中
か
ら

世
話
人
（
一
名
）
を
推
薦

６　

集
合
場
所
及
び
解
散
場
所

·
集
合
、
解
散
の
場
所
は
、
兵

庫
県
神
戸
市
の
予
定

·
集
合
、
解
散
の
場
所
ま
で
の

交
通
機
関
等
の
手
配
は
各
自

で
行
う

７　

申
込
締
切
日

·
令
和
七
年
一
月
末
日

８　

問
合
せ
・
お
申
込
み

·
徳
島
県
遺
族
会
事
務
局
ま
で

　

℡
０
８
８
︱６

３
６
︱
３
２
１
２

［航路予定図］

※日程（案）は後日、内容を変更する場合があります。
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　徳島県遺族会は、先の大戦で最愛の肉親を失った悲しみを乗り越え、悲惨な戦争を繰り返さないことを
固く誓い、昭和２６年( １９５１年)の創立以来、一貫して平和を求めて活動を続けています。
　今後も史実を語り継ぎ、平和な日常を求めていくため、戦没者の孫・ひ孫の世代を中心に「青年部」を
発足しています。さらに活動の輪を拡げていくため、メンバーを募集します。
　直接のご遺族でなくても参加可能です！！

青年部への登録方法
※登録は無料です。随時、各種行事の案内が届きます。

※参加してみたい行事や活動に無理のない範囲で気軽にご参加ください。

※右記のＱＲコードを読み取っていただくと、ホームページで概要がわかります。

活動内容
※全国戦没者追悼式、沖縄「徳島の塔」慰霊祭への参画、参列

※語り部事業、小中学生への平和学習、研修会への参加

※他県遺族会との交流会、徳島県護国神社祭事（例大祭）への参列など

沖縄「徳島の塔」慰霊祭全国戦没者追悼式 県遺族会研修会

青年部員の声
·	戦死した祖父の戦跡を始めて知りました。どんなに辛い気持ちで亡くなったのかと思います。祖父のお陰で今の自分たち

がいられると感謝の気持ちで一杯です。（40代女性）

·	戦争は絶対に起こしてはならないと改めて思います。一度始まると終わらせるのは難しい。子どもたちに伝えて行きたい

と思います。（40代男性）

お問合せは、お気軽に徳島県遺族会事務局まで　　☎ 088-636-3212

徳島県遺族会 青年部メンバー募集徳島県遺族会 青年部メンバー募集
戦没者とその時代を学び、平和について一緒に考えましょう
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「春の靖國神社参拝団・千羽づる奉納旅行」の実施について「春の靖國神社参拝団・千羽づる奉納旅行」の実施について

令
和
六
年
七
月
~
九
月
実
施
行
事

（
七
月
）

1
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
総
会
（
護
国
神

社
）

13
日　

正
副
会
長
会
・
平
和
の
語
り
部
推
進

委
員
会
（
護
国
神
社
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

13
日　

青
年
部
研
修
会
（
戦
没
者
記
念
館
）

25
日　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
九
段
会
館
テ

ラ
ス
）

26
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
（
参

議
院
議
員
会
館
ほ
か
）

27
日
~
8
月
25
日　

特
別
企
画
展
（
戦
没
者

記
念
館
）

（
八
月
）

3
日
~
4
日　

み
た
ま
祭
り
（
護
国
神
社
）

4
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
街
宣
活
動
（
各

地
）

14
日
~
15
日　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本

武
道
館
）

15
日　

平
和
祈
念
祭
（
護
国
神
社
）

22
日　

女
性
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

（
九
月
）

１
日　

青
年
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

6
日　

正
副
会
長
会
・
平
和
の
語
り
部
推
進

委
員
会
（
護
国
神
社
）

14
日　

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
開
館
10
周
年

行
事
・「
語
り
部
事
業
」（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
）

14
日　

令
和
6
年
度
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大

会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
）

28
日　

神
恩
感
謝
祭
（
護
国
神
社
）

令
和
六
年
十
月
~
十
二
月
行
事
予
定

（
十
月
）

6
日
~
7
日　

日
遺
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
高
知
市
）

（
十
一
月
）

2
日　

例
大
祭
（
護
国
神
社
）

9
日　

正
副
会
長
会
、
記
念
館
企
画
運
営
委
員

会
（
護
国
神
社
）

9
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

13
日
~
14
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
国
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
山
口
市
）

23
日
~
24
日　

沖
縄「
徳
島
の
塔
」慰
霊
巡
拝（
糸

満
市
ほ
か
）

（
十
二
月
）

10
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
（
自
民
党
本
部

ほ
か
）

11
日
~
12
日　

日
遺
女
性
部
結
成
七
十
周
年
記

念
行
事
（
九
段
会
館
テ
ラ
ス
）

21
日　

青
年
部
「
平
和
の
語
り
部
研
修
会
」（
ザ
・

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
）

遺
族
会
の
動
き

　本会の会報は、年４回（１月・４月・
７月・10月）に発行します。

会報の次回発行は、
令和7年1月号

です

　今年度も春の靖國神社参拝団を募集します。
　昨年までは、１泊２日でしたが、今回は「千羽づる奉納」や「草津温泉でのんびり宿泊」等のコースを加え、
２泊３日の行程を予定しております。
　多数のご参加をお待ちしております。

１　実施予定日
　　令和７年３月25日（火）～ 27日（木）

２　主な行先
　　 靖國神社正式参拝、東京都戦没者霊苑・

群馬県護国神社（千羽づる奉納）、世
界遺産富岡製糸場、草津温泉　など

３　旅行代金
　　１１万円程度

４　募集人員
　　４０名（最少催行人員25名）

５　募集締切
　　令和７年１月下旬

６．行程（予定）
日時月日（曜） 行　　　　　　程

１ 3/25（火）

２

３

3/26
（水）

3/27
（木）

徳島空港　　　羽田空港=靖国神社（昇殿参拝・昼食）=東京都戦没者霊苑=

 =上野公園、隅田川沿い、千鳥ヶ淵、皇居外苑など=ホテル着（懇親会・泊）

9:00

17:00頃

10:10/10:45 11:30 13:50 14:10 15:10

千羽づる奉納

休憩

東京のさくらの名所を車窓よりご見学

記念撮影後、ご参拝　 千羽づる奉納出発 JAL454

JAL461

ホテル=一ツ橋IC=高坂SA=藤岡IC=群馬県護国神社=

=富岡市内（昼食） ・・・ 世界遺産・富岡製糸場（専門の解説員がご案内）= 

=草津温泉 熱の湯＆湯畑ご散策=草津温泉（泊）

ホテル=旧軽井沢銀座=おぎの屋横川店=松井田妙義IC= 

=新倉PA=羽田空港　　　徳島空港

8:30

8:30

14:40/15:35 16:5013:30/13:45

9:40 10:40 11:10 12:00

16:15 17:15 17:20

13:0012:15 13:10 14:30

9:35/9:50 10:40 11:40

出発

出発
お洒落な店が並ぶ街を
お楽しみください 名物「峠の釜めし」のご昼食

休憩

伝統的な湯もみショーと、町のシンボル湯畑を

◎宿泊施設：「ＫＫＲホテル東京」
    〒100-0004　東京都千代田区大手町1-4-1 ℡：03-3287-2921

◎宿泊施設：「喜びの宿　高松」
    〒377-1711　群馬県吾妻郡草津町草津312 ℡：0279-88-3011

注 1）上記の行程は、事情により内容を変更する場合があります。
注 2）最終の旅行代金・行程等は、11 月下旬までに御案内します。


